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研究背景と目的

2017年度の施策：Project11

2017年度の施策による効果

郊外部に建設されることの多いスタジアム
→近年は都心部への建設を検討するケースもある

例）広島市の新サッカースタジアム構想

都心部で渋滞や違法駐車等の問題が起こる可能性

ファジアーノ岡山の試合観戦者を対象

• 岡山市中心部にスタジアム
• 毎試合1万人程度が来訪

主に岡山大学、国土交通省岡山国道事務所、

（株）ファジアーノ岡山の3者からなる『人・地域・地球に

やさしいアクセスのためのファジアーノプロジェクト
実行委員会』を発足

2016年7月

スポーツ観戦者を対象とした
MMの実施と効果検証

目的

来場手段の実態等の事前調査を実施

2016年9～10月

Project11の実施

2017年8～9月

施策による効果検証のための事後調査を実施

2017年10月

岡山駅とシティライト
スタジアムの位置関係

2018年度の取組について

2018年度は家族層の手段変更の増加に取り組む

① 家族でファジウォーカーになりたい・ファジウォーカーを楽しむ

ファジウォーカーコンセプトブックを作成

② サポーターが考えた標語を国道情報板へ掲載

③ JR西日本と連携し，駅構内や車内で周知

岡山駅

シティライトスタジアム

距離約1.5km
(徒歩約20分)

奉還町商店街

プロジェクトリーフレットと
バスマップ

行動プラン票 行動プラン票の配布風景

自動車来場者へのアプローチ

これらを1497部配布し，361部の返信があった（返信率：24.1%）

ファジウォーカーとは？

公共交通・自転車・徒歩などのやさしいアクセスで
ホームゲーム時にスタジアム周辺を訪れる人
バッジはファジウォーカーのブランディングのために作成

全観客へのアプローチ

ファジウォーカー認定バッジ

デザインチームを発足させ，自動車を使わないことが
かっこいい，オシャレである，ファジウォーカーであることが

誇らしい，楽しいと思わせるブランディングを行った

国道情報板での意識啓発

不特定多数へのアプローチ

プロモーション動画Webサイト

目を引くようなWebデザインやオシャレなPVで周知

行動プラン法による
ワンショットTFP

マスメディアによる
プロジェクトPR

ファジアーノ特製
バスマップ

プロモーション
動画

ファジウォーカー
認定バッジ

スタジアム
スクリーンを用いた
プロジェクトPR

プロジェクト
リーフレット

情報プラットフォームとしての
Webサイト国道情報板を用いた意識啓発

プロジェクト特設
SNS

奉還町
ファジウォーカー
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3.4ポイント増加

施策実施前後における
駅-スタジアム間の歩行者の割合

ファジウォーカー, 
24%

公共交通等

転換促進, 
16%

全て知っている, 
14%

やさしい＋FW, 
7%

FW＋転換促進, 
7%

やさしい

アクセス, 
4%

やさしい＋

転換促進, 
1%

知らない, 28%

n=505

プロジェクト全体の認知度は72%

試合観戦者のプロジェクト認知度

※FWはファジウォーカーの略

知っている, 
76%

知らない, 
24%

手段変更者 7%,19サンプル

n=261

• プロジェクト認知者に限定：10%
• １試合当たり推定141台,420名の自動車来場を削減

自動車来場者のプロジェクト認知度と
プロジェクトきっかけの手段変更者の割合

継続する,42%

行動プラン票,33%

渋滞緩和のため,33%

鉄道,53%

継続する可能性が高い, 47%

マスメディア,22%

経済的に良い,17%

自転車,37%

継続する可能性が低い, 11%

ファジウォーカー認定バッジ15%

クラブのため,11%

バス,5%

プロジェクトチラシ11%

環境に良い,8%

二輪車,5%

Webサイト,4%

地域のため,8%

スタジアム電光掲示板でのPR動画,4%

元々スタジアムから近い,6%

国道情報板,4%

駅・バス停が自宅から近い,6%

その他7%

その他,11%
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継続性(n=19)

手段変更のきっかけ

(n=19)※複数回答

手段変更理由

(n=19)※複数回答

変更後手段(n=19)

手段変更者の各回答

• 変更後手段は9割が鉄道と自転車
• 継続可能性は高い

サポーター歴が長い人が手段変更を行う傾向にある
→ファジアーノへの愛着によって手段変更した可能性
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P値:0.0021 独立性の検定：1%有意
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手段変更者と非手段変更者のサポーター歴

2018年度新たに行う取組

ファジウォーカーコンセプトブック

シティライトスタジアム
（出典：JリーグHPより）

プロジェクトによる
経済効果の算出

地域の賑わい

自動車来場者のうち，
2割の手段変更

渋滞の緩和

2018年度の目標

駐車場調査渋滞長調査
自動車

通行量調査

観戦者実態 交通実態 駐車実態

アンケート調査
歩行者・自転車
通行量調査

本研究の調査体系

1人での来場者の手段変更が目立った
→家族層の手段変更の増加が必要

2018年度に
向けた課題

手段変更者と共に来場した人との関係性
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